
 1 

 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名  三重県名張市立蔵持小学校                    

  種 別 □保育園・幼稚園  レ小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒５１８－０７５２     

       三重県名張市蔵持町原出３３８番地                              

  E-mail  g01_kura@nabari-mie.ed.jp                      

  Website                       

  児童生徒数  男子 １０２名   女子 ９５名  合計 １９７ 名 

        児童・生徒の年齢 ７ 歳～１２ 歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 レ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

レ 食育 

レ 伝統文化 

□ そのほか（  ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容 

 

１．研究主題 

「自ら課題を見つけ、仲間とともに解決する子どもの育成 

～学びに火をつけるＥＳＤの視点に立った授業～」 

 

２．研究の概要 
 本校は、平成 24 年にユネスコスクールに認定され、ＥＳＤの視点を取り入れた学習活

動を展開してきた。ＥＳＤの概念を取り入れることは、本校の子どもたちの課題である、

「批判的に考える力」「未来を予測して計画を立てる力」などの、問題解決に必要な様々

な能力・態度を身につけることにつながる。 

 また、これらの能力・態度を身につけさせるためには、子どもたちが「調べてみたい」

「やってみたい」と思うような課題を設定すること（仮説１）や、課題に対して工夫して

追究し続けること(仮説２)が大事である。 

本校では、この２つの仮説に基づいて、今年度研究を進めてきた。研究を推進するに当

たって、子どもたちが、自分との関連が深く、興味・関心をもって、自分たちで学習を深

め、行動化に移しやすい題材ということで、「地域に根ざした学習」を取り入れることに

した。 

 

３．研究の内容 
 【仮説１を検証するために大事にしたこと】 

 ◆地域に根ざした教材開発 ◆人やものとの出会い 

◆課題設定 ◆達成感・有用感をもたせる 

 

 【仮説２を検証するために大事にしたこと】 

 ◆学習ゴールの明確化◆人やものとの出会い 

◆学びの足あと、成果の可視化 

 

 

 

４．各学年の実践例 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

レ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 

 


